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四十日後の報告（八月十七日） 

 『早いもので、四十日が過ぎました。その後、お借り致しましたアスク

ミーをやらせておりますが、やはり愛子には興味がとぼしいらしくて、

一人遊びでの学習はむずかしく、今しばらくの時間が必要のようで

す。 

 ひばりの声のカードは面白いらしく、好んでアスクミーに入れますが、

漢字カードは三、四枚だけで、それ以上はどうしても入れようとしませ

ん。 

 また、聞き慣れぬのか、言葉を聞き取り違うことがあります。長男が

カードを差し込んで遊びますので、愛子も興味を示してやるようにな

らぬものかと、折を見ては一緒にやらせております。（中略） 

 レコードのお話も、現在の愛子の力ではまだまだむずかしいらしく、

部分的にはある程度理解できるようですが、話の流れは理解できな

いようです。しかし、繰り返し聞かせてはおります。 

 次に、漢字ゲームの事ですが、最初は毎日一日一字のペースで進

んでいたものが、三週目ご 

ろから、少しずつ忘れが目立ち、確実に読めるようになってから、新し

い漢字を提出するようにしているのですが、朝から二、三セットはすら

すらと読んでいたのに、四セット目になるとどうしてか、七字のうち三

字ほど忘れて読めないことがあります。それで、三日かかっても七字

全部が読めるようになってから、次の新しい漢字を加えて進めるよう

にしています。 

 ところが、次週前半、非常にスムーズに一字ずつ覚えて、朝からす

らすらと読めていたのが、その日の五セット目になると、七字のうち四

字も読めなくなります。それまではすらすらと読めていたものが、急に

読めなくなるのはどうしてでしょうか。不思議でなりません。 

 それから繰り返して二日教えましたが、いくら教えても読めませんの

で、読めなくなった漢字をはずして、改めて一字ずつゲームに取り入

れて教えていくことにして、ようやく全部読めるようになりました。（中

略） 

 ゲームを始めてから四十日間で、今まで教えた字は全部で三十字

になります。これを、カルタ取りのように、こちらで読んで取らせますと、

二十五、六枚は取ります。ところが、これを読ませてみますと、読める

のは二十二、三字です。 

 今、ゲームをしている七字でも、読んで取らせれば七枚とも取ります

が、読ませますと、一字か二字、読めないことが時々あります。 

 現在までに教えた字は次の通りです。 

 目、手、足、耳、犬、猫、雨、鶏、舟、顔、苺、象、鳩、赤、水、猿、女、

男、川、着物、自動車、馬、先生、豆、糸、石、頭、飛行機、黒、電車。

（以下略）』 


